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寄生性 二 重奇形（箪頭 4腕 4脚體）の 1例

　 臀 學 全 鍍
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九 州大學醫學部産嬬人科學赦室 （主 任　木 原 教 授）

・it’，
　 孕

　 新産兒の奇形 中比 較的多 く見 られ るの は 兎唇 ・

狼咽 ・ 口蓋披裂●手指 及 び 足指 の奇形 ・鎖肛等 が あ

　るが， 二 重奇形に 至 つ では 極 め て稀で ある．私 は

最近頭ZZ
’
1

， 上下肢各 4 とい う興味あ る 二 重奇形 を

得たの で ， 茲 に 工例追加報告す る次第で あ る．

　　　　　　　　　 症　　例

　 産婦　野○ ハ ○ ヱ 　23 歳　家族歴 に は父系 ・母

系の何れ に も奇形の遺傳的關係は ない と い う． 19

歳で結婚 し，
21 歳 で健康男 兒を分娩 した ほか ， 概

往歴 に は特記す べ き もの は ない ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e
t

　 今囘の 妊娠分娩紹過　最経 月經は 昭和 23 年 11

　月 5 日〜8 日 ， 妊娠 3 ヵ 月頃 か ら時 々 輕 い 下腹痛 を

訴 えたの み で ，
ツ ワ リは殆ん どなか つ た ．4 ヵ 月目

・
に 血液檢査 を受けたが ワ ツ セ ル マ ン 反 應は陰性で

　あ つ た．昭 和 24年 5 月 2 日午 後 7 時 5 分何等原因

　な く自然 破水 して分娩 が開始 した． 當時子宮底は

纃高 に あ り， 兒心音は 聞か れなかつ た． 内診に よ

　b兇頭を ふ れた．陣痛微 弱の た め用手腹壓を加 え

　午後 8 時 10 分第 1 胎 向で 娩出 したが ， 胎兒は既に

浸軟 して い たL8 時 20分胎盤娩出．分娩後 5 月 4

　日發熱 39°C
， 脹搏 102

， 尿に は異常 をみ とめ なか

つ た ． 内膜掻爬 に よ ら凝血 と共 に 胎盤遺殘物 をみ

　と めた ．術後下腹部 を冷 し，
サ ル ゾール 投與 に ょ

つ て翌 日は解熱 し， 以 後正常 に經過 した．

　 胎兒外表所見（第 1圃 ） 女兒 身長 22糎 體重

　210 瓦 ， 最絡 月經か ら起算 する と 7 ヵ 月の 始め で

　ある が身長 ， 盤重等發育程度は 5 ヵ 月に相當する．

頭部 に は異常は ない ．上肢（1）（2）は左が や b 短 く，

右（1）上腕 40 糎 ・前腕 2・8糎 ， 左（2）上 腕 3・5糎 ・

前腕 2．2 糎で ， 左右共手部に は異常がない ． 胸部

　も略 上正常であるが ， 劒歌突起 に相當する胸壁か

　ら左右 に 上肢 らしき もの （3）（4）が相對 す る 向 き に

出てお り， 正常位に あ る上肢（1）（2）に比 して發育

惡 く， 左がや 〜 短 い ． 右（3）上 腕 4．0糎 。前腕 2．8

第 1 圖

纏 左（4）上腕 3・5 糎 ●前腕 2．0 糎で
， 手部 に は著

變は ない 。下肢 は左右各 2 本 あ り， 右側で は後方

肢（5）の 方 が發育良好 で大腿 4 ・5糎 ・下腿 4 ．2糎，

前方肢（6）は大腿 4．0糎 ， 下 腿 3．8 糎で ， 兩肢股間

に女性外陰部（陰裂の長 さ 0．8糎）及 び 肛門が存す

る．左側の 2 肢（7）（8）は發育は 略 曳等 し く， 共に

大腿 3 ・S糎 ・下腿 3 ・5 糎 で あ り，足部 を殘 して 全 く

癒合 して い るが ， 皮膚を通 して雨腕大腿骨 ・下腿骨

間 に は骨性の 邂絡は觸れ ない ． 過 鋼LL肢（3）（C）附

着 部と骨盤部閤（3・0糎）に は 皮膚下 に 骨格樣の も

の は觸れ ない ．臍帶は 1 本で長 さ 19 糎 ， 過剩上 肢

附着部め右下方 3糎 の部 に 附着 す る． 胎盤及 び臍

帶は重量 145 瓦 で ， 共 に特別 の 變化 は ない 。

　レ線像所見 　頭部は異常 な く， 脊柱は 1 本で略

土 正中線上 に あ り， 劫骨・肩甲骨 ・上腕骨・ 前腕骨等

、

N エエ
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第 2 圖
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も異常は ない ． 劍歌突起部か ら出て い る過剩上肢

も左右共奇形は ない ． 骨盤骨は化 骨途上 に ある．

下肢 4 本 は すぺ て そ の大腿骨 ・ 下腿骨等 に異常 は

・
な く， 尢側の 癒合 した 下肢（7）（8）に もそ の聞 に骨

・性癒 合の 像は み とめな い ．夊右側 で 外見上 （6 ）は

（5）よ り發育不良で あ る が ，
レ 線像を み る と 爾者の

大 腿骨 ・下腿骨等 は略 よ等 し く， 發育程度に 殆 んど

差 は な い ．

　 剖檢所見（第 2 圖） 頭蓋内臓器に は著變 は な い
，

　 胸腔内臓器 ・肝臓上 面肝鎌猷靱帶か ら左 は 横隔

膜 を缺 き， 左胸膜 も大部分歓如 し， 左胸膜腔は 腹

腔 と蓮 る． 叉 心嚢 を缺 き， 心臓 ・ 左肺臓・肝臓 は直

．接相接す る．心臓は 心 尖部 を左 に 向コO 横位 を と り，

之 か ら出 る血管 系に 異常は な い ． 左肺臓及 び胸膜

冂
腔を有す る右肺臓 に は 分葉そ の 他 に 著變 は な い ．

こ｛洶腺は 肉眼的 に は み とめ られ葎い ．
　 ’　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 t3

眼
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　腹腔内臓器　肝臓 は非常 に 大 き く 3 葉（右葉 ・ 中

葉 ・左葉）か らnt　1） ， 腹腔上部 を充た し，叉 前逑 の

如 く上 面肝鎌散靱帶か ら左 は横隔膜 を 歓 い で お り

左葉は心臓及び 胃の 間に あ つ て 之等 に 相接 し， 心

尖部 を押上げて横位 を と らせ る． 胃 ・ 小腸 ・大 腸 は

その 開 ロ部を除 い て は異常は ない ． 直腸下端は 2

つ に分れ ，
1 ・2 糎 を隔て 》 2 個 の 肛門が存す る．脾

臓 ・膵臓に は異常は な い ．

泌尿生 殖器系 右腎及 び右副腎は正樋 1二あ り・

膀胱 に は右腎か らの 尿管 の み が開 き， 尿道を經て

腟前庭に 開 囘 する． 膀胱上端か らは臍 に 至 る臍尿

管索をみ とめ る． 内生殖器は蓮績 した 一管 をな しtt

て 卵管・子宮・膣 を區別 し得す ， 上端卵管系の 正 中

側 に右卵巣が あ り，下端は腟 口 に 開 く．外陰部は右

側兩下肢（5）（6）の 股聞 に あつ て 大陰唇 ● 小陰唇・陰

核等 を區別 し得，こ 〜 に前述尿道 口 ●腟 ロ が存 し，

’

後陰唇交連か ら0 ・3 糎 を隔て 5 前述右肛門が存す

tk

る． 左側で は 左腎及 び左副賢（共 に 組織學的 に確

認）が右側 と獨稱の位置に存ずる が，尿管 らしき も

の は み とめな い ，之 とは別に第 3 の腎及び副腎（共

に組織學的に確認）が 小 腸間膜に 一部接 して 腹腔

内 左下部 に存 し， 之か ら出る尿管は 膀胱 らしき も

の を經ず して 直接臀部正 中線 よ りや 、 左に開 ロ す

る ． 左内生殖器は右側 と 同様一管 をな し， 卵管 ・ 子

宮 ・膣等 を區別 し得す，．上 端卵管系の 外側 に左卵巣

があ り， 下端は尿道 ロ に接 して開 口 し， 右 とは別

に外陰部 を作 るが， 大陰唇 ・ 小陰唇等の發逹惡 く，

ただ陰核 らしい 突起 をみ と め る の み で あ る． 之 に

接 して前述左肛門が存す る．

　　　　　　　　 考　　按

　二重奇形 は 一卵性 双胎の分離が不 完全 な もの で

あつ て （後述 Schwalbe の分類の如 く廣羨に は分離

して い る もの も含むが ， こ S に は癒合 した もの を

指 す）その 頻度は Znngenmeister は全 奇形 の   ．4

％ と い s
，
Schneider に よれば 1926〜1935 年の 10

年間の分 娩例 35000 例中 2 例 ，
Szendi　u ．　Bal蠱z 呂

は 50000例 の分娩に 1例經驗 した と い わ れ る 程 稀

な もの で ， わ が敏室で は岩井 ・ 鵜池 に よ る と最近 ユf；

年 8 月（昭和 6年か ら 22年 8 月まで ）闇の 分娩例

4391例 中高度 の 外表奇形は Z3 例皀Pち O．53％ で あ
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認 ．

るが s
・
す べ て單奇形の み で 二重奇形 は 1 例 もない．

　二鶤 形のρ類法 と レて は エ F ・Meeke1 （エ816）

一以來 1．Geoff・ ry 　Saint・Hilaire（1832 ），　A ．Fr 〜｝ster

・〈1855），
F ．　Marchand （1897）等夫 々 獨 自の 方針 に

もとつ い た分類 が あ るが ， 彼等の 長所 を と り専 ら

形 態學的立 場か ら最 も系統的に分類 し， 今 日一般

に 使用 されて い る の は F ．Sohwalbe（1905）の分類

．法 で ある． その 方針 は 二 重體の 各個體が互 に離 れ

て い るか蓮絡 して い る か に よつ て 2 分 し， 次 に各

個 膿の發育が
ヱF等で あ るか 否か に よつ て更 に 2 分

　し， 逹絡 した 二 重體 に つ い て は 更 に その 各 々 を連

・絡 の部分 ● 方向等 に よつ て 細分 す る．

（1）分離 して い る 二 重盟 Gemini

　 （1）創 固體の 發育 が平等（對稱性）で ある もの EP

　　 ち一卵性双胎で ， い わ ゆ る奇形 で は な い ．

　 （2）割 固體の 發育が 不甼 等（非野稱性）
’
［tあ る も

　　 の 無心體

“（II） 蓮絡 して い る 二 重體 Dnplicitas

　 （1）剳 固體の發育が甼等（野稱性）で ある もの

1・ 腹面 で蓮絡 して い る もの 前額部癒合體・

　胸部癒 合體等

e． 背面で 逋絡 して い る もの　 臀部癒合體等

3　 體軸端で 一直線 に蓮絡 す る もの　顱頂部

　頭豊癒 合體・坐 骨癒合體等

4 ． 側面 で蓮絡 して い る もの　 不行性二 重體

　（側面二 重體）2 頭體等

〈2＞ 各個體 ¢）發育 が 不亭等（非對稱性 ）で あ る も

　の 　一方 の個體の 發育が多少 な りと も 妨 げら

　 れ，それ が 寄生體と して 他 の比較的完全 な個

　體（自生體）に附着 して い る もの で　寄 生性ご

　重奇形 Dupli ρitas　paraslticusと もい う．

　 1 ． 頭部 に 診 い て　 寄生性頭蓋癒合體 。 上顎

　　體等

　
囓2． 胸 。腹部 に お い て　

’
寄生性 胸部癒合體 ● 上

　　腹體等

　職 　骨盤部に お い て 寄生性臀部癒合體 ・ 臀肢

　　 體等

　　ヌ 胎兒 の 腹腔 ・ 胸腔 そ の他 に 不完全 な胎見

　　 が封入 され て い ることがあ り， 胎兒中の 胎

　　兒 （幵 胎）Foetus　in　foetu と い う．寄生體

53−一・23

第 窓團

　　　の發育が更 に悪 くな b ， 途に は外 見上單な

　　　 る腫瘍様 の塊 と しか 見 えな くな つ た もの は

　　　奇形腫 Teratoma とい う．

　本症例 は 上 述分類法 に ょ ると寄生性二 重奇形で

あ る が ， 自生體と寄生體と の 關係は 必 す し も明 か

で はな い ．上 肢 は先 ず明か で あるが ， 下肢 4 本の

うち何れ を 自生體 の下肢 と考 うべ きか に つ い て 注

目す べ き點 は a ）右側下肢（5）（6）は 外見上發育は

不雫 等で あるが，
レ 線像 をみ る と そ の骨格 は略 1

相等 しく， 叉 その股間に外陰部が あ b ， 他の 外陰部

に 比 して 發育良好で あ る こ と．b）右 側に は膀胱が

存在す るが ， 左側 で は 尿管が直接開 口 する こ とc）

臍帶が 1本で過剰上 肢附着部 の右下方 3糎 に あb胸

骨 ・臍帶附着部 。右外俟 部 が略 i 同一線上 に あ b ，

か つ 上述膀胱上端か ら臍に 至 る 臍尿管索が存 す る

こ と等 で あ る． 之等の 諸點か ら上肢（1）（2）及び右

側下肢 （5）（6）が 自生體の 四肢で ， 腰 部以下 を右に

捩 り， 臀部 を左側 に向け る． 寄生體は之 に 相向つ

て頭部及 び 胸部を 自生體中 に 挿入 じて 上 腕 の み を

自生體の 劍歌突起部 に殘 し， 腰部以下 を 自生體同

樣右に捩 り， 臀部 を 以 て 自生體臀部 に 結合 した と

見徹 し得 る t 帥 ち第 3 圖 の 如 く腰 部以下 を右 に 擬

つ た 自生體 と ， 之 と同 じ形 を した 發育不 良な寄 生

體 とが相向 つ て結合 した よ うな 形 を呈 して い る
，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 、FServloe

　 　 　 　 　 釣
・
　　　　　　　　　 ：t、
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從つ て本例 は寄 生性劍歌突起臀部癒合饐 Xiph ・・

pygopagus 　 parasicus ・とい うべ きで あ る が ， 又

他方過剰肢の み に着 目す れば劍歌突起臀肢體 Xi・

phopygomelus と もい s 得 る わ けで あ り， その 外

形 は單頭 4 腕 4脚體 Monocephalus 　tetrabrachius
tetrapus

で ある．

　 か S る 二 重奇形 の發生に 關 して は未だ定読はな

い が ， その 主 な詮 と して は （1）2個 叉は それ以上

の胎兒 原基が互 に相癒着 して 生 す る と い う癒着読

（W ・H ・・v・y ， L ・mery ，　G ．　B ・・ n 等）， （2）f個の

原基か らその 一部 が二 分 して 發育す ると い う分裂

読（A ．von 　Haller
，　H ．　Spemann ）と が あ る が，何

れ も動物實驗を根據 と した假論 で あ b， 兩者 の何

れ と も決定 しかね る現 歌 で あ り， 叉 之 が逍傳的關

係 に つ い て も未だ確實な 研究は ない よ うで ある ：

而 し て分離 が完全 に行 われた場合は 一卵性双胎 と

な り， 癒着分離の 程度 に よ り種 々 な二 重奇形 が形

成 され ， 而 もその 際何等か の原因で 一
方の發育 が

惠 い と本例の 樣 な 寄生性 二 重奇形が生す る わ けで

あ る．それ故 に 二 重奇形（主 に對稱性の もの に つ い

て ）は 同性 で ， 而 も 如何 な る わ けか女性 が多 く，

Frδster は女性 に お い て は男性 の 2 倍 とい 〜
，

Geofforyは 295例の 二重奇形 中男性 92例 ， 女性

203例 と報告 して い る．人類 で最 も多 く見 られ る の

は胸部癒合體 ThoraeOpagus で あ る とい わ れ る．

　二重奇形 の分娩前 に お け る 診斷は 因難 と され ，

双胎 と診斷され る ことが 多 い ． 分娩形式は奇形 の

形 に よつ て 夫 々 趣 を異 に す る が ，G ．　Veit は分娩

障碍 を基準 と して産科學的に 之 を次 の 如 く分類 し

た．

　（1） 不全 二 重 奇形 Duplicitas　incompleta 身體

　　 の 一部 の みが重複 して い る もの ．

　（2）蓮體二 重奇形 Duplicitas　 apallela 完全 な

　　爾胎 が 縱軸 に お い て癒合 した もの

（・）雌 二 董奇形 D 。pli。it。、　p 。 r。 11。1。 完全な

　　兩胎が驅幹 を以 て癒合 した もの

之 に よ れ ば本例は （1）に 該當す る．二 重奇形 は しば

しば羊水過 多症を合併 し， 多 くは早期 に妊娠 が中

絶 す る．從 つ て もし妊娠 が織續 し末期に逹す れば
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當然分娩邏延 乃至は 不能な場合を生 じ， 蓙科學上

の 意義大 な るもの が あ り得る筈で あ る が， 流早産
ト

が多い こ と ， 叉 た とい 末期 に 及 んで も發育不良で

重複部横徑 が狹小な こ と 等 の た め ， 分娩は 邏延 し

て も重篤な障碍 を來 す こ とは稀で あ る．

　　　　　　　　　結　　論

　（1） 本症例は 23 歳の 1 囘経産婦 が流産 した妊

娠 5 ヵ 月に相當す る單頭4腕 4 脚盤M ・u ・eephalusi

tetrabrachius 　tetraPUS で ある．

　（2）　 剖檢上胸膜 ・横隔膜 ・ 肝臓及び直腸・泌尿生

殖器系統に興味あ る奇形 をみ とめ る．

　（3）　 本例 は 腰 部以下 を右 に振 り臀部 を左側 に

向けた自生體に 野 して ， 發育 不良な寄生體 が相向

つ て 頭部及 び胸部を 自生體中に 挿入 し， 上肢 の み

を 自生體の劒歌突起部 に殘 し， 腰部以下 を右に振

りその 臀部を自生體中部 に癒合 したと見倣 し得 る

形 をと b，
Schwalbeの 分類 に礎 えば寄生性劍歌突

起臀部癒合醴 Xiphopygopagus 　 parasiticusで

あ る．

　貴重な る本奇形兒標本 を載 い t；三 井 田川繽業 所病院産

孀人科部長小坂李 三 耶博士，本 稿 の 御 指導 と御校 閲 を 賜

つ tこ恩 師 木原 歌授 に 深 甚の 謝意 を表す ろ．
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